
お話「自然は不思議でいっぱい」
トークセッション「身近な自然と友達になろう」

癒しの調べ　演奏：ECOミューズデュオ（ピアノ佐々木伃利子、チェロ小川剛一郎）

2009 年12月１日（火）開場 18:00　開演 18:30

愛知芸術文化センター小ホール

○お話　今福道夫
　京都大学名誉教授。1944

年、東京生まれ。東京農工大学

農学部卒業後、京都大学大学

院で動物生理学を専攻。理学

博士。やどかりが巻貝に入る

点に着目し動物の左右性にも

興味を持ち研究してきた。小

さいころから虫が好きで、い

までも昆虫採集が趣味。著書

に『やどかりの殻交換』（さえ

ら書房）、『虫たちがいて、ぼく

がいた』（海遊舎）、『渚の生物』

（海鳴社）などがある。

○コーディネーター
　　　　　伊藤達雄 ○演奏　ECOミューズデュオ
　名古屋産業大学名誉学長、
愛知県地球温暖化防止活動推
進センター長、㈳環境創造研究
センター理事長。1962年東京
教育大学（現筑波大）大学院理
学研究科博士課程修了、理学
博士。三重大学教授、シカゴ大
学招聘教授、三重大学人文学
部長、四日市大学教授などを経
て、2000年４月、名古屋産業大
学学長に就任。2006年４月より
名古屋産業大学名誉学長・特
任教授。主な兼務は三重大学
名誉教授、南京工業大学名誉
教授、日本学術会議連携会員
（20期）、日本学術会議会員
（19期）、日本環境共生学会初
代会長、環境福祉学会副会長
など。

　環境番組のキャスターを務めるピアノの佐々木伃利子とチェロの小川
剛一郎は、1999 年にフランスのストラスブールー、ビッシュハイムにて公
的団体の招聘を受け、2001 年にはロンドン日英文化交流行事
2001JAPANにて３箇所で演奏し、いずれも好評を博す。愛知万博では
｢環境音楽コンサート｣｢森の中の夜会コンサート｣｢木漏れ陽のロマン
スー森の中で｣など環境、自然などをテーマにコンサートを行っている。演
奏する２名はともに桐朋学園（高校・大学）で学び､日本はもちろん海外
公演（ロンドン、フランス）などで招聘され、「ソリストが２人で、１つのシン
フォニーを奏でる」と評される。

・佐々木伃利子（ピアノ＆トーク）
アメリカ国務省より日本人音楽家とし
て始めて歴代総理と同じプログラムで
遇される。名古屋市芸術奨励賞（音楽
部門最年少）、愛知県芸術文化選奨、
東海テレビ文化賞愛、愛知県知事表
彰（教育文化功労賞）など受賞多数。
現在、東海テレビ放送にて「伃利子の
一奏一会ー素敵にＴＡＬＫⅢ―環境立
国への交響曲」のキャスターをつとめ
る。日本室内楽アカデミー　理事長

・小川剛一郎（チェロ）
桐朋学園大学音楽学部を主席で卒
業。パリ・エコール・ノルマル音楽院
最高演奏学科を卒業。日本音楽コン
クール第３位。ヨーロッパ各地で活躍。
ラジオフランスの招きでパリにてレー
ヌ･フラショー追悼コンサートに招かれ
る。日本室内楽アカデミーメンバー。

いきものと私たち 観覧者募集
（入場無料）




